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研究成果の概要（和文）： 

(1)  本研究は、ルネサンス期が｢世界と人間｣を発見した、とする J.ブルクハルトの主張を読

み直すことから出発する。そこから西欧近代の人間観再評価を行おうとしたのである。その基

礎的作業として、彼の著書『イタリア･ルネサンスの文化』の第 1 版原典批判校訂編集した。

その結果はドイツで出版される予定である。 

(2) ルネサンス以後の西欧｢近代人｣の感受性や思考方法は日本文化が生み出した人間の型と

は異なる面が強く、異文化間の相互理解は容易ではないことが再確認された。 

 
研究成果の概要（英文）： 

(a) A careful reading of J. Burckhadts “The civilization of the Renaissance in Italy” 
reveals us that only by reading the book in its first edition makes us understand the 
author’s original ideas about his well-known “the discovery of the world and of man” in 
the Renaissance. So that the author of this project edited the book with commentaries 
and annotations in order to reproduce the original intention of J. Burckhardt which 
will be published soon in Germany.  
(b) Modern Western man after the Renaissance differs historically and culturally from 
the modern Japanese born in a different culture and history that it is not easy to speak 
of the mutual understanding of the two different cultures. This simple fact was verified 
by our study. 
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１．研究開始当初の背景 

(1)学術的背景・動機 

 本研究代表者は長く日本における教育目

的のあり方を研究してきた。 

明治以来の日本の学問は､教育学に限らず、
ヨーロッパ近代の学問を模範としてきた。ヨ
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ーロッパの学問は当然ながら､ヨーロッパの
歴史･文化の中で生まれたのであり、その地
の教育学はヨーロッパの人間を前提として
作られている。 

そのような教育学の成果を日本の風土に
当てはめることはできるのだろうか。ヨーロ
ッパ的な人間のあり方についての考え方は
そのままでは日本人には適用できないので
はないか。 

一例を挙げれば、「人格の完成」は教育基
本法に示されている教育の目的だが、この
「人格」あるいは「完成」は何れもヨーロッ
パ生まれの概念であり、ヨーロッパの人々が
考える「人格の完成」は日本の教育界にほと
んど伝わっていない。そもそも「人格の完成」
を目指すこと自体日本の風土に馴染んでい
るかどうかも問題にしなければならない。 

こういった問題点に関して、本研究者は既
に、 

－沼田裕之「西洋の教育思想における
『人間性』の諸問題(近世)」(『教育哲学
研究』第 49 号、1984) 

－沼田裕之「教育哲学への序章 －細
谷恒夫『教育の哲学』批判－」（『東北大
学教育学部研究年報』第 42 集、1994 

などの論文で論じ、また以下の著書を通して
も世に問うた。 

－沼田裕之著『教育目的の比較文化的考
察』玉川大学出版部 1995 

－沼田裕之著『国際化時代日本の教育と
文化』東信堂 1998 

－沼田裕之著『教育の条件 －人間・時
間・言葉－』東北大学出版会 2002 

さらに 1990 年代から世界比較教育学会
（WCCES）に参加し（1992：プラハ；1996：
シドニー；2004：ハバナ、2007：サラエボ等）、
世界の研究者に文化の歴史的文化的制約性
について述べてきたが、かなりの反響はある
ものの未だ十分に説得できないで居る。 

以上のような学術的背景を持つ本研究者
が、議論をより説得的に行うためには､さら
に以下の 2 点を究明する必要がある。 

① ヨーロッパの教育が前提としているヨー
ロッパの人々の歴史や文化を相対的･批
判的に考察し、その成立条件をさらに明
確にすること。それとの関係で日本文化、
日本人のあり方の相対的特性を明らかに
すること。すなわち、ヨーロッパ文化を
絶対視することも､日本文化を絶対視す
ることもせず、両者の相対的特性を明ら
かにすること。同時に内外の研究者によ
り説得的な議論を考えること。 

② そのためにはあまりにも当たり前な「人
間」という概念を古代ギリシアから現代
に至まで批判的に捉え直す必要がある。
しかし、それは長期にわたる大きな研究
になるので、先ず、明治以後の日本に直

接関連するヨーロッパの近代に焦点を絞
り､ルネサンス期のヨーロッパの人々を､
日本人を念頭に置きつつ､相対的・批判的
に特徴付け理解すること。 

 

(2)本研究の直接的動機 

このような問題意識を持っていたところ
に､スイスのバーゼルに本拠を置く Jacob 

Burckhardt-Stiftung（ヤーコプ・ブルクハ
ルト財団) から、ブルクハルト没後 100 年
(1997 年)を記念して刊行を開始した Jacob 
Burckhardt Werke, Kritische 
Gesamtausgabe (『ブルクハルト全集』) の
第 4 巻  Die Cultur der Renaissance in 
Italien (『イタリア・ルネサンスの文化』)を
日本人学者のチームで批判校訂編集しない
か、という提案があった(1995)。この提案は
本研究代表者の問題意識に合うものであり、
この作業を 1996 年、(故)東北大学文学部原研
二教授と共に引き受けたことが、本格的にブ
ルクハルトに依拠しつつルネサンス期のヨ
ーロッパ的人間像を研究するきっかけにな
っていた。 

 

２．研究の目的 

 明治以来､日本を近代化するために模範と
してきた近代ヨーロッパ文化、その中で生ま
れた人間形成理論は日本文化の中でどこま
で有効なのか、ということを追及し、その上
で、現代日本の教育に適した教育目的を追求
することが､教育哲学を学ぶ一学徒としての
本研究代表者の出発点であり、また研究の目
的である。 

 

(1) 長期目的 

 欧米と日本の教育目的がその歴史的･文化
的条件によって異なっており，欧米生まれの
教育理論を単純にそのまま日本に持ってき
ても日本の土壌に合った教育理論になり得
ないことを証明するためには次の 2つの方向
を目指した研究が必要である。 

① 歴史的連続性を重視する欧米の人間形成
論が到達した近代、あるいは現代の教育
観を理解するために、どうしても古代ギ
リシアに遡り、そこから現代までの「人
間形成」に関する歴史的･文化的条件を厳
密に検討すること。 

② その上で，日本古来の「人」あるいは「人
間」に関する見方を，欧米との比較を念
頭に置きながら、検討し、さらには、現
代日本の教育に適した「人間形成」理論
を提案すること。 

 

(2)当面の目的 (3 年計画) 

上記の長期目的を達成するにはかなりの
年月が想定される。そこで、今回は次の 3 点
に限定した研究目的を追求した。 



 

 

①  先ず、明治以来の日本に最も影響を与
えた「近代的個人主義」の源流であるル
ネサンス期に焦点を絞り、そこでの人間
観を明確にすること。その歴史的･文化
的条件が必ずしも普遍的なものではな
いことを明らかにすること。 

   そのための手掛かりとして、個人主義
的な「近代人」を発見したと言われる思
想家の一人ヤーコプ・ブルクハルト
（Jacob Burckhardt 1818－1897）の主
著『イタリア･ルネサンスの文化 Die 
Cultur der Renaissance in Italien 

1860』に焦点を絞り、その厳密な読解を
通して、通俗的なブルクハルト解釈を越
えた彼の真意に迫って、彼が意味してい
た「近代的個人」なるものの真意に迫る。 

② ①の目的に迫るためブルクハルトのこ
の著書を原典批判校訂しつつ、あらゆる
角度から､彼の真意に迫ること。また、
その成果を原典批判校訂版として出版
すること。 

③ ブルクハルトをヨーロッパ思想史･文化
史の中で批判的に位置づけ、日本文化と
の関係でその特性を明確にし、その成果
を日本及びヨーロッパで学会その他の
場を通して発表し、批判を仰ぎつつ、長
期目的達成に向かうこと。 

 

３．研究の方法 

(1)『イタリア･ルネサンスの文化』を通して
ブルクハルトが主張したかったことを
正確に理解するために、基本的資料とし
てその原典を批判校訂編集する。そのた
めに、ブルクハルトが用いたルネサンス
関係資料を読み直し、またブルクハルト
自身の草稿、メモなどを調査し真意を確
認する。これらの資料は、日本にはほと
んど存在しない。間接的資料が、上智大
学、東京大学などの図書館に散見するの
みである。現在インターネット上で見る
ことができる PDFによる公開古書も限ら
れている。従って、(スイス)チューリッ
ヒ 中 央 図 書 館 (Zentralbibliothek 
Zürich) 及 び バ ー ゼ ル 大 学 図 書 館 
(Öffentliche Bibliothek der 
Universität Basel)に収められているブ
ルクハルトが実際に使用した図書など
を直接調べるしかない。そこで、これら
の図書館に赴いて、資料を調査する。さ
らに、ブルクハルト自身の草稿やメモは
バーゼルの国立文書館（Staatsarchiv 
Basel）が所蔵しているので、現地に赴
いて、資料に当たってみること。 

(2) これらの資料研究の成果を、ブルクハル
ト研究に造詣の深い(ドイツ)マインツ
大学アンドレアス・チェザーナ（Andreas 
Cesana）教授及び、同大学エディット・

シュトルフホルツ(Edith Struchholz) 
研究助手と定期的に研究会を行って，批
判を仰ぎつつ行う。(この研究会は，3年
間の本研究期間中 6回行われた；2008,2
月[東北大学]、同 12月[マインツ大学]，
2009，3 月[マインツ大学]、2009，8 月[マ
インツ大学]、2010，2 月[マインツ大学]，
2011，2 月[マインツ大学]) 

(3) 以上の研究成果を内外の学会その他の
機会に発表し，内外研究者の批判を仰ぐ。
3 年間の研究期間に関して言えば特に次
の 2つの国際学会で研究代表者の考えを
述べた(以下、[学会発表]の①及び②)。 

 
４．研究成果 
(1)ブルクハルト『イタリア･ルネサンスの文
化』の研究から得られた成果： 

①原典の批判校訂編集 

この書の第 1 版は 1860 年に，第 2 版は
1869 年に出版された。ブルクハルト自身
はここまで目を通したが、以後はガイガー
（L.Geiger）が編集することになった。ガ
イガーは膨大注釈を付けたが、次第にブル
クハルトの当初の意図とはかけ離れた版
を作るようになった。現代の流布版は多か
れ少なかれこのガイガー版に影響されて
いる。 

 そこで、第 1 版に戻ってブルクハルトの
元々の考えを復元してみると、「文化史」
に関して重要な考え方がそこに見出され
ることが分かってきた。この新しい原典批
判版は以下の表題(仮題)で間もなく出版さ
れる予定である。 

Die Cultur der Renaissance in Italien, 
herausgegeben von dem verstorbenen 

Kenji Hara und Hiroyuki Numata, in: 

Jacob Burckhardt Werke, Kritische 

Gesamtausgabe, Band 4 C.H.Beck 

München / Schwabe Basel 

②原典を詳細に検討して得た成果 

この詳細は、現在出版準備中の『原研二
教授記念論文集(仮題)』(2011 秋、出版予
定)に掲載予定の本研究代表者論文「語り得
ぬ歴史的“事実”への情熱－ヤーコプ･ブ
ルクハルトの場合－」で述べるので、要点
のみをここに記す。 

 －ブルクハルトの「文化史」は様々な解
釈を著者自身が想定しつつ書かれたもの
であり、確かにルネサンス期は「世界と人
間の発見」と言われる特徴を持っているが、
その発見を一義的に解釈することはでき
ないこと。 

 －「近代的個人主義」なるものも一義的
ではなく、ブルクハルトの捉えるルネサン
ス期の人々は古代とも中世とも深く繋が
っているのであり、決して、ここから文字
通り全く新しい「近代人」が生まれた訳で



 

 

はないこと。 

 －ブルクハルトは、一方で歴史の変化を
重視すると同時に，他方で、歴史を通して
変わらざる普遍的な「耐え忍び、努力し、
行動する人間」を認めている。ブルクハル
ト自身はヨーロッパの人間を対象に考察
を進めているが、このような「耐え忍び、
努力し、行動する人間」の姿は、東北･関
東大震災の被災者などにも感動的に見出
される人間の姿であって、ブルクハルトの
この「普遍的人間」のあり方についての考
え方はさらに詳細に日本その他の異文化
との関係で検討されるべきである。 

 
(2)国際学会での成果発表 
① 3 年計画の本研究が始まった年(2008)に、 

本研究代表者は東京日仏会館で日仏の研
究者を集めて 2日間にわたって開催された、
日仏交流 150 周年記念シンポジウム『変容
する社会と教育システムの挑戦 les défis 

des systèmes éducatifs dans deux 

sociétés en transition』で発表とシンポジ
ウムの総括を行った。演題は Numata, 

Hiroyuki: Différences culturelles entre le 

Japon et la France – Comment un 

rousseauiste japonais interprète les 

dernières réformes, 

である。この中で、島崎藤村の場合を取り
上げながら、日本とフランスの感受性の違
い、文化の違いについて発表し，同時に、
現在日本とフランスで行われている教育
改革と、この文化の差についての総括的結
論を述べた。その内容は以下の［図書］④
に公表されている。 

② 3年計画の最終年である 2011年 2月 21， 

22 の両日（ドイツ）マインツ大学で開催さ
れ た 学 会 Tagung: Umgang mit 

kultureller Pluralität(多文化世界の中で
の付き合い方) に招待された折に、本研究
代表者は以下の題名で発表を行った
Numata, Hiroyuki: Ein deutscher 

Philosoph inmitten der japanischen 

Kultur – Karl Löwith und Sendai, （日本
文化の中の或るドイツ人哲学者の場合 
－ カール･レーヴィットと仙台）。 

 この発表の中で、本研究代表者が主張し
たこと、それは、レーヴィットのように優
れた哲学者の場合、日本とヨーロッパの相
違は知的には深い次元で理解され、ヨーロ
ッパの合理的物の見方の長所と短所、日本
的、あるいは禅仏教的見方の長所と短所な
ども完璧と言えるほど見事に理解された
こと。にもかかわらず、生活の次元、日常
生活での感受性、行動の仕方等、いわゆる
肌で感じる文化の差、のような次元では彼
はどうしても日本人の生き方を是認する
ことができなかったこと。 

 レーヴィットのような優れた知性にし
ても文化の違いを乗り越えることはほと
んど不可能に近かったと言えるのである。
哲学者だからそうなのか、庶民であればむ
しろ容易に異文化を理解できるのか、こう
いった点についてはさらに研究される必
要がある。 

こういった議論を展開したところ、この
学会の参加者はかなりの反応を示してく
れた。本研究代表者が 30 年以前から主張
してきたことがようやく認められつつあ
ることを実感している。 
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